調停・和解条項の記載例

●金銭支払いの調停条項
調　停　条　項
１　相手方は，申立人に対し，本件○○金債務として○○円の支払義務があることを認める。
２　相手方は，申立人に対し，前項の金員を，次のとおり分割して，○○銀行○○支店の申立人名義の普通預金口座（口座番号○○○）に振り込む方法により支払う。振込手数料は相手方の負担とする。
(1)　平成○年○月から平成○年○月まで，毎月○日限り，○円ずつ
(2)　平成○年○月から平成○年○月まで，毎月○日限り，○円ずつ
(3)　平成○年○月○日限り，○円
３　相手方が前項の分割金の支払を２回以上怠り，かつ，その額が○円に達したときは，当然に期限の利益を失い，相手方は，申立人に対し，第１項の金額から既払額を控除した残額及びこれに対する期限の利益を喪失した日の翌日から支払済みまで年○％の割合による遅延損害金を直ちに支払う。
４　申立人は，その余の請求を放棄する。
５　申立人と相手方は，本件に関し，本調停条項に定めるほか，何らの債権債務がないことを相互に確認する。
６　調停費用は各自の負担とする。

●交通事故に基づく損害賠償請求（各自支払型）
１　原告及び被告は，本件交通事故による過失割合は，原告が２割，被告が８割であることを相互に確認する。
２　被告は，原告に対し，本件交通事故による物的損害賠償債務として，○万円の支払義務があることを認める。
３　被告は，原告に対し，前項の金員を，次のとおり分割して，○○銀行○○支店の原告名義の普通預金口座（口座番号○○○○）に振り込んで支払う。振込手数料は，被告の負担とする。
　　平成○年○月から平成○年○月まで，毎月○日限り，○万円ずつ（○回）
　　平成○年○月から平成○年○月まで，毎月○日限り，○万円ずつ（○回）
４　被告が第３項の分割金の支払を２回以上怠り，その額が○○円に達したときは，当然に同項の期限の利益を失い，被告は，原告に対し，第１項の金員から既払金を控除した残額及びこれに対する期限の利益を喪失した日の翌日から支払済みまで年５％の割合による遅延損害金を一時に支払う。
５　原告は，被告に対し，本件交通事故による物的損害賠償債務として，○万円の支払義務があることを認める。
６　原告は，被告に対し，前項の金員を，次のとおり分割して，○○銀行○○支店の原告名義の普通預金口座（口座番号○○○○）に振り込んで支払う。振込手数料は，被告の負担とする。
　　平成○年○月から平成○年○月まで，毎月○日限り，○万円ずつ（○回）
　　平成○年○月から平成○年○月まで，毎月○日限り，○万円ずつ（○回）
７　原告が第６項の分割金の支払を２回以上怠り，その額が○万○○○○円に達したときは，当然に同項の期限の利益を失い，原告は，被告に対し，第１項の金員から既払金を控除した残金及びこれに対する期限の利益を喪失した日の翌日から支払済みまで年５％の割合による遅延損害金を一時に支払う。
８　原告及び被告は，それぞれ，その余の請求を放棄する。
９　原告及び被告は，原告と被告との間には，本件交通事故に関し，本和解条項に定めるもののほか，他に何らの債権債務がないことを相互に確認する。
１０　訴訟費用は，各自の負担とする。

●交通事故に基づく損害賠償請求（相殺型）
調　停　条　項
１　申立人と相手方は，本件交通事故に基づく損害賠償債務として，申立人は相手方に対し○○円の，相手方は申立人に対し○○円の各支払義務があることを相互に確認する。
２　申立人と相手方は，前項の両債務について，対当額をもって相殺する。
３　相手方は，申立人に対し，前項による相殺後の残債務○○円を，平成○年○月○日限り，○○銀行○○支店の申立人名義の普通預金口座（口座番号○○○）に振り込む方法により支払う。振込手数料は相手方の負担とする。
４　相手方が前項の支払を怠ったときは，相手方は，申立人に対し，前項の金員から既払額を控除した残額及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年５％の割合による遅延損害金を直ちに支払う。
５　申立人は，その余の請求を放棄する。
６　申立人と相手方は，本件交通事故に関し，本調停条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
７　調停費用は，各自の負担とする。

●交通事故に基づく損害賠償請求（将来の後遺障害の請求を留保する場合）
調　停　条　項
１　相手方は，申立人に対し，本件交通事故に基づく人損についての損害賠償として○○円，物損についての損害賠償として○○円の支払義務があることを認める。
２　相手方は，申立人に対し，前項の金員を平成○年○月○日限り，○○銀行○○支店の申立人名義の普通預金口座（口座番号○○○）に振り込む方法により支払う。振込手数料は相手方の負担とする。
３　相手方が第１項の人損についての損害賠償金を全額支払ったときは，申立人は，相手方が相手方加入の自動車損害賠償責任保険に対して加害者請求をして保険金を取得することに異議がなく，申立人は，上記保険に対して請求をしない。
４　申立人は，その余の請求を放棄する。
５　申立人と相手方は，本件交通事故に関し，本調停条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。ただし，本件交通事故により申立人に後遺障害が発生し，上記後遺障害について，申立人が自動車損害賠償責任保険の査定により，後遺障害等級の認定を受けたときは，これによる損害額について，申立人と相手方との間で別途協議するものとする。
６　調停費用は，各自の負担とする。

●建物明渡しの調停条項
調　停　条　項
１　申立人と相手方は，別紙物件目録記載の建物（以下「本件建物」という。）についての本件賃貸借契約を本日合意解除する。
２　申立人は，相手方に対し，本件建物の明渡しを平成○年○月○日まで猶予する。
３　相手方は，申立人に対し，前項の期日限り，本件建物を明け渡す。
４　相手方は，申立人に対し，第２項の期日限り，平成○年○月○日から平成○　　年○月○日までの間の本件建物の未払賃料○円及び平成○年○月○日から明渡し済みまで１か月○○円の割合による賃料相当損害金を支払う。
５　相手方が第２項の期日までに本件建物を明け渡したときは，申立人は，相手方に対し，前項の金員の支払義務を免除する。
６　相手方は，本件建物を明け渡したときに本件建物内に残置した動産については，その所有権を放棄し，申立人が自由処分することに異議がない。
７　申立人と相手方は，本件に関し，本調停条項に定めるほか，何らの債権債務がないことを相互に確認する。
８　調停費用は各自の負担とする。

●建物賃貸借契約の条項
調　停　条　項
１　申立人は，相手方に対し，本日，別紙物件目録１記載の土地（以下「本件土地」という。）を次のとおり賃貸し，相手方はこれを賃借する。
(1)　使用目的　普通建物所有
(2)　賃貸借期間　本日より２０年間
(3)　賃料　１か月金○万円（３．３㎡当たり金○○円）。ただし，公租公課の増滅，近隣その他との比較，その他の埋由により不相当となったときは，当事者双方協議の上，改定することができる。
(4)　賃料支払方法　毎月末日限り当月分を申立人方に持参して支払う。
２　相手方は，申立人の書面による事前の承諾なくしては，賃借権の全部又は一部を第三者に譲渡又は転貸することができない。
３　申立人は，相手方が次の各号の一に該当したときは，何らの通知催告を要せず第１項の賃貸借契約を解除することができる。この場合，相手方は申立人に対し，直ちに，別紙物件目録（２）記載の建物を収去して，本件土地を明け渡す。
(1)　第１項の賃料の支払を怠り，その額が○か月分以上に達したとき。
(2)　第２項に違反したとき。
４　当事者双方は，本調停条項に定める外，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
５　調停費用は各自の負担とする。
（別紙）
物　件　目　録
１　○○県○○市○○町○○番
　　　　　宅地　○○．○○㎡のうち○○．○○㎡
別紙図面（ア），（イ），（ウ），（エ），（ア）の各点を順次直線で結ぶ範囲内の土地
２　○○県○○市○○町○○番地所在
　　　　　家屋番号　○○番○ノ○
　　　　　木造亜鉛メッキ鋼板葺２階建居宅　１棟
　　　　　　　　床面積　１階　○○．○○㎡
　　　　　　　　　　　　２階　○○．○○㎡

●振込口座
茅 (ち)萱 (がや)銀行 (ぎんこう)東支店 (ひがししてん)の申立人代理人大和 (やまと)大介 (だいすけ)名義の普通預金口座
（口座番号００９－０００－０００１）

●確認条項（所有権確認）
１　被告は，原告に対し，本件建物について，原告が所有権を有することを認める。

●確認条項（所有権の範囲）
１　被告は，原告に対し，本件土地のうち別紙図面表示のＡＢＣＤＡの各地点を順次結ぶ直線で囲まれた範囲の土地部分について，原告が所有権を有することを認める。

●確認条項（債務不存在確認）
１　被告は，原告に対し，本件売買契約に基づく原告の債務が存在しないことを認める。

●確認条項（過去の法律関係の確認）
１　被告は，原告に対し，本件建物についての賃貸借契約が平成○年○月○日解除されたことを確認する。

●確認条項（和解金の支払）
１　被告は，原告に対し，和解金として６０万円の支払義務があることを認める。

●給付条項（通常の金銭支払条項）
１　被告は，原告に対し，本件売買代金１２０万円を，平成○年○月○日限り，原告方に持参又は送金して支払う。

●給付条項（連帯支払条項）
１　被告らは，原告に対し，連帯して，本件借受金５０万円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みに至るまで年１割の割合による遅延損害金を，平成○年○月○日限り，○○銀行○○支店の原告名義の普通預金口座（口座番号○○○○）に振り込む方法により支払う。振込手数料は被告らの負担とする。

●給付条項（分割支払条項）
１　被告は，原告に対し，本件建物についての平成○年○月○日から平成○年○月○日までの賃料合計７０万円を，次のとおり分割して，○○銀行○○支店の原告名義の普通預金口座（口座番号○○○○）に振り込む方法により支払う。
（１）　平成○年○月○日限り　　　２０万円
（２）　同年○月から平成○年○月まで，毎月末日限り５万円ずつ
２　被告が前項（１）の支払を怠ったとき，又は（２）の分割支払を２回以上怠り，かつ，その額が１０万円に達したときは，当然に期限の利益を失う。

●給付条項（訴訟物以外の給付約束）
１　原告は，被告に対し，原告が平成○年○月○日被告から買い受けた○○の代金として５０万円を，平成○年○月○日限り支払う。

●建物明渡猶等
１　原告及び被告は，別紙物件目録記載の建物（以下「本件建物」という。）の賃貸借契約を合意解除する。
２　原告は，被告に対し，本件建物の明渡しを平成○年○月○日まで猶予する。
３　被告は，原告に対し，前項の期日限り，本件建物を明け渡す。

●登記手続
１　被告は，原告に対し，別紙物件目録記載の建物について，○○法務局○○支局平成○年○月○日受付第○○号抵当権設定登記の抹消登記手続をする。

●不作為
１　被告は，原告に対し，○○県○○市○丁目○番地宅地○○平方メートルのうち，別紙図面表示のア，イ，ウ，エ，・・・アの各地点を順次直線で結ぶ線で囲まれた土地部分に建物を建築しない。

●引換給付
１　原告は，被告に対し，被告から別紙物件目録記載の建物の明渡しを受けるのと引き換えに，同建物の買受代金残額３００万円を支払う。
２　被告は，原告に対し，前項の金員の支払を受けるのと引き換えに，前項の建物を明け渡す。

●先給付
１　原告は，被告に対し，移転料として，１００万円を平成○年○月○日限り，被告方に持参又は送金して支払う。
２　被告が前項の金員の支払を受けたときは，被告は，原告に対し，その日から１か月以内に本件建物を明け渡す。

●和解により契約が成立した場合の給付条項（売買契約が成立した場合）
１　原告は，被告に対し，別紙物件目録記載の建物（以下「本件建物」という。）を代金１０００万円，所有権は代金完済時に移転する約定で売り渡し，被告は，これを買い受ける。
２　被告は，原告に対し，前項の金員を２０万円ずつに分割して，平成○年○月から平成○年○月まで毎月末日限り支払う。
３　原告が第１項の代金のうち１００万円の支払を受けたときは，原告は，被告に対し，本件建物について，平成○年○月○日売買（条件売買代金完済）を原因とする停止条件付所有権移転の仮登記手続をする。
４　原告が第２項の金員の支払を受けたときは，原告は，被告に対し，本件建物について，前項の仮登記に基づく本登記手続をする。

●賃貸借契約が成立した場合
１　原告は，被告に対し，本件土地を次の約定で賃貸し，被告はこれを賃借する。
（１）　使用目的　　　　　普通建物所有
（２）　賃貸期間　　　　　平成○年○月○日から２０年間
（３）　賃料及び支払方法　１か月５万円，毎月１０日限り当月分を持参払
２　被告は，原告に対し，前項（３）の賃料を，毎月１０日限り，原告方に持参して支払う。

●賃料改定の合意があった場合
１　原告と被告は，本件土地についての賃料を，平成○年○月○日から１か月５万円に改定する。

●債務免除
５　原告は，被告が第○項（１）の金員を支払ったときは，被告に対し，同項（２）の債務を免除する。

●別訴の取下げ
７　原告は，被告に対する当庁平成○年（ワ）第○○号○○事件の訴えを取り下げ，被告は，この取下げに同意する。

●保全事件の取下げ
８　原告は，被告に対する当庁平成○年（ヨ）第○○年不動産仮差押命令申立事件を取り下げる。

●担保取消の同意（金銭供託による場合）
７　被告は，原告に対し，原告が当庁平成○年（ヨ）第○○号○○事件について供託した担保（○○地方法務局○○支局平成○年度金第○○号）の取消しに同意し，その取消決定に対し抗告しない。

●担保取消の同意（支払保証委託契約による場合）
７　被告は，原告に対し，原告が当庁平成○年（ヨ）第○○号○○事件について平成○年○月○日○○信用金庫○○支店との間で○○万円を限度とする支払保証委託契約を締結する方法により提供した担保の取消しに同意し，その取消決定に対し抗告しない。

●清算条項
９　原告と被告は，本和解条項に定めるほか，本件建物の売買に関し，他に債権債務がないことを相互に確認する。

●訴訟費用の負担（通常の場合）
８　訴訟費用は，各自の負担とする。

●訴訟費用，和解費用の負担（利害関係人が参加して和解成立の場合）
８　訴訟費用及び和解費用は，各自の負担とする。

●訴訟費用の按分負担
８　訴訟費用は３分し，その１を原告の負担，その余を被告の負担とする。

●訴訟費用の負担（一部を特別負担とする場合）
８　訴訟費用のうち，原告の支出した本訴提起手数料○○円は被告の負担とし，その余は各自の負担とする。
９　被告は，原告に対し，前項の訴訟費用○○円を，平成○年○月○日限り支払う。
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